




i^^Br^^^^^Ef^

何億年のむかし、魂在の熊本市の大部分は一面の海底で、処々に小島が散在するに過ぎなかったと想像され

るが、.その後数次にわたる地表上の大変動によって、次第に熊本平野が形成されるにともない、魂在の出水・

健軍方面の砂磯層から導きでる清例を泉をめぐって、L弥生式土器民族のかをb大きを衆再が完成されていったO

.:綿-.'蝣-C>品ffcv 'M戯/.Pfe:1.上、 UnTfj;こ.・一・l!k一止.仙畢如執離.立社*; i*、 …的)、串件はとくに熊

本地方と関係が深かったようであるが、現在ではそれらを裏付けるに足Dる記録伝説の弟は何も残っていない

ようである。

西紀6 4 6年、大化の改新が行われると、託麻の三宅郡(今の出水地方)には,肥後の国府「託麻府」が

設けられ、宏社を伽藍の国分寺の建立を見たが.これらを中心とした衆藩が形づくられ大きくなったものが、

熊本市の始まDである。

奈良朝前後の日本各地は、国力の大小によって、大.上.中.下と四等級に区別されていたが..肥後はその

ころ農産物産出量で九州諸国中群を抜いておD、延暦1 4年9月(平安の初期)に至って、全国中でも優位の

資格を認められ「大国」に昇進した。
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この期に国司として、肥後に赴任した道君首名、紀夏井、藤原保昌、清原元帝等はいせも幾多の遺跡を留め

ているが、とくに後攻集の選者で、清少納言の父元帝と　平家期歌人「櫓垣女」との交遊の説話は有名であるo

南北朝5 0年間は、戦乱の日が相つぎ、熊本地方もしばしば軍営の場に利用された。

長い戦乱のあと.天下が統-されるや、肥後全土の守護職は改めて菊池氏に委ねられ.一国政令の中心は隈

部(現在の菊池市)の方に移った。

降って.文明元年(1 4 6 9年)菊池の一族出田三郎秀借は、いまの魚本城東部の丘陵に千葉城(熊本城の

始め)を構えたが、次の鹿子木親員が.明応年間(1 4 9 0年代)に、今の古城の地に居城を移し、、限本城と

称えた。ついで、城親冬と、佐々成政のあとを承けて天正1 6年( 1 5 8 8年)加藤清正が入城するにおよん

T・.清正は国府の二本木方面から,寺院_商家などを移転させて、城下町の経営に着手したoまた,この清正.

は熊本の自然に_はじめて大規模な人為のツル-シを振った武将で.河川_その他の土木事業に発した功績は

大きく,熊本市が城下町としての体裁を整えてきたのは-　このころからである。白木三名城の一つとうたあれ

る熊本奴は、この清正が慶長6年から1 2年にかけ、 7カ年の日子を資して築城したものである。

細川氏時化L寛永9年細川忠利の入国によって始まるが.細川氏は自来大政奉還の日に至るまで. 2 0 0

有余年闇にわたって肥後熊本の政治を行った。この細川氏はー歴代名君相ついだが.そのうち、もっとも注

目すべきは、延享4年藩主となった8代重賢の治政であろう。このとき国政揚り、教学も大いに振興したoと

くに諸費「時習館」やー全国にさきがけて創設された医療ないし教育棟関としての「再春飽」 、薬草研究で有名

な「蕃滋園」などは_本市が長く文教の府として全国に秀でた因となった。また忠利のときに創建された水面

寺はt幽斉の古今伝授の闇とともに、いまも熊本市の観光資源の一つとなっているが_晩年を熊本に送った剣

聖宮本武蔵の遺跡も、熊本が持つ誇9Iの一つといえようo

明治4年7月に入って、廃藩置県の大詔が出されると,肥後には、方抜人吉の二県がおかれ、ついで同年

1 1月改めて熊本、八代の二県となった。ところが翌5年6月熊本県は_ふたたび白川県と改称され、翌々6

年1月には八代県が廃止されてー白川県に併合されたため.肥後全域は白川県の所轄となり、熊本市には県庁
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が設けられたoこれは明治9年1月まで続いたが、同年2月さらに改めて熊本県と称せられるようになった.

このころ熊本城には鏡台がおかれ、市内には洋学校と、西洋医学の熊本医学校が出来て熊本市は城下町とし

てにぎわいを見せていたカ¥　9年の神馬連事件、翌1 0年の西南の役と引続き大きな戦禍に見ま・われ,とくに

西南の役では,全市術が焦土と化してしまった。 2 2年4月,市町村制が施行されるとこれまでの「鹿本区」
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明治の初年から,九州における政治・軍事の中心として、各種の官庁が置かれていた熊本都L　2 4年汽車

の開通によって熊本駅が設けられ、又3 0年代咋入って市区改正の大事業が行われ、中央部の山崎練兵場が

市外に移されて新市荷が田現するや、会礼工場、商店その他施設が歳々と軒を連ね_日清、目貫の戦勝の意

気も加わって,明治の隆昌期を現出した,

大正1 0年.周辺1 2カ町村を併合して大願本市の基礎を固め、私鉄菊池軌道.熊本軌道.御船鉄道及び国

鉄宮地鯨の開通整備と並んで1 3年には市電の開通があり_更に上水道施設.二十三聯隊の移転等によって、

いよいよ近代都市の面目を薪にすることになったoしかし,昭和2 0年には空襲を受けて全市の大半は瓦磯と

化した。その後全市民の涙ぐましい努力によって一戦風水害等各種の苦難を克服し_今日の隆盛を見るとと

ができたが_市制施行当時4万2千余人を数えるにすぎなかった城下町もーその後、次々と市域を拡大すると

ともに、近代的な都市枚能の蓄積をはかり今や人口・4 9万、九州の中枢管理都市として着実な発展の道を進ん

できたo東に近郵L漸嘩本空港の朗設、九州自動車道の一部開通と相まって.九州新幹線鉄道建設,港

上輸送の流通抱点として重要港湾熊本港建設計画の具体化など、近代的な都市としての重みを一層加えつつあ

るo・これらの情勢をふまえ,新しい地域社会の中での地方拠点都市として、健康で明るく豊かな都市をめざし、

市民の創意とエネルギーを結集した真に魅力ある都市づくりにまい進している。

2　位置及び地勢

(1)位　　　置

熊本市は熊本県の如ヒ瓢璃経1 3 0度4 2分・北緯3 2度4 8分の位置にある。これと同緯度の都市と

しては長崎市や中国の南京がこれに近い。本市は緯度からいえば温暖を地帯に属するが、有明海との間に金

峰山・K山帯が*心P-Xji・・:、 Il二蜘蝣'Aも酎- i i)・・<!'.!恥:,収差がJこト∴＼fr:lI'.け二郎i n・-し・ ・二‥t_ぐii i '蝣>'-"Itト‥

地理的空間払、西北部から北部にかけては金峰山を主峰とする複式火山帯と、これに結ぶ立田山等の小火山

の噴出物に掩われる台地によって構成まれている。南半払白川の三角州である低平を熊本平野によって占

められておDr・この白川流域からと坪井川,井芹川等が北半の台地の中に平野を切b開いている。このよう

な地形的制約がある・hめ.p、本市の発展は、北部と西部において停滞を余儀なくされ、東方および南方へ伸長

しているoことに肥後台地の再録を縫う東南方-都市膨張の重心が走向するのは、その南方熊本平野が主要

を米作地で、肥沃を永田地帯としての機能が尊重されるからであろう。

本市が商工都市としての飛躍的発展をとげるためには適当を外港を保持することが、年来の希望であった

が、松尾村並びに小島町の合併で首貫港を樽たこ・とによれその念願を遂げたのである。

国導は、福岡から鹿児島-向って西九州を縦断し、国道熊本・大分凍;県道熊本・宮崎線等はいずれも本

市を中心としているo九州の幹線鉄道である鹿児島本線は、門司を起点として福岡・久留米・大牟EElを経て

本市を薫き八代を経て鹿児島に達し、本市を起点とした三角線は,宇土から分肢して三角に至b海路島原・
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長崎を結び、また豊肥線は大分と結び、別府・阿蘇道路による別府・長崎を連ねる国際観光路線及び一部開

通をみた九州自動車道による陸上輸送道路を以て、更に新熊本空港の開港によって、九州交通紗)中心とし

て要衝的位置を占めている。

aKE　　ヨ

阿蘇火山と、金峰山系との接合地帯の上に存在する本市は、多くの山岳.丘陵、台地等によって,完全に

四方を囲まれているが、本市の西北部に連なる荒尾山(445m)や石神山(1 64m) ,天狗山(237

m)、本妙寺山(220m)、さらに西南部に隆起する祐岡山(133m)、市の東北境の立田山(1 51

m)等の山々は、いわゆる金峰山系の一部として、阿蘇火山がその熔岩や粘土、砂線.火山灰などをもって

熊本市建設の基礎工事を完成する以前に、その大体の骨組みを形成していたものであるO一方河川では、阿

蘇火山に源を発する白川、北方鹿本郡界に流れを発する井芹、坪井の両河川、また水源を水前寺に発する江

津湖払木山川と合して加勢川と夜っている。これらの諸河川はかんがい水として、とくに市南部一帯の平

野をうるかし.農作に大きな効用をもたらしている.

3　市域の　変遷

面横　171.72Knf
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4　人　　口

(1)　年次別人口及び世帯数
(5 1年は5月環在)

年 次 世 帯 数

人 口 男 女 比

喫 左 旦 0% )

1 世 帯

当 り 人 口

備 考

総 数 男 女

明 治 2 2 年

大 正 充 牢

l l,7 9 7

1 2 ,7 3 6

4 2 ,7 2 5

6 6,4 8 8 3 5,9 3 8 3 0 ,5 5 0 8 5 .0

3 .6

5 .2

川 尻 町 . 日士 村 . 力 A 対

8 年 1 3 ,1 2 9 7 4 ,5 4 4 3 9 ,3 8 5 3 5 ,1 5 9 8 9.3 5 .7

昭 和 元 年 2 7 ,1 5 7 1 5 0,0 7 5 7 5 ,6 8 0 7 4 ,3 9 5 9 8 .3 5.5

5 年 3 0 ,2 8 4 1 6 7 ,5 6 6 8 3 ,2 1 8 8 4,3 4 8 1 0 1 .4 5 .5

1 0 年 3 8 ,3 3 6 2 1 4 ,2 7 0 1 1 1 ,4 8 0 1 0 8,7 9 0 9 7.6 5 .6

1 5 年 3 9,8 1 3 2 4 3 .5 7 4 1 1 6 ,8 3 8 1 2 6,7 3 6 1 0 8 .5 6 .1 .コ lコ
合併

2 0 年 3 7 .9 8 1 1 8 0 ,6 4 3 8 4 S 3 5 9 5,7 0 8 1 1 2 .7 4 .8

2 5 年 5 9 3 6 5 2 6 7 ,5 0 6 1 2 8 ,0 6 7 1 3 9,4 3 9 1 0 8 .9 4 .5 ( 国 勢 調 査 )

3 0 年 7 1 ,9 7 8 3 3 2,4 9 3 1 5 9,5 0 1 1 7 2 ,9 9 2 1 0 8 .5 4 .6 松 尾 村 合 併

3 5 年 9 0 ,7 7 2 3 7 3 ,9 2 2 1 7 8 ,0 3 1 1 9 5 ,8 9 1 1 1 0 .0 4 .1 ( 国 勢 調 査 )

4 0 年 1 0 7 ,6 3 4 4 0 7,0 5 2 1 9 2 ,5 3 8 2 I 4 ,5 1 4 1 1 1 .4 3 :8 ( 〟 )

4 5 * 1 3 0 .6 0 8 4 4 9,2 5 4 2 1 1,3 2 2 2 3 7 ,9 3 2 1 1 2 .6 3 .4 ( 〟 )

5 0 年 1 5 3 ,4 9 7 4 8 8 ,0 5 3 2 3 1,1 5 4 2 5 6,8 9 9 1 1 1 .1 3 .2 ( 〟 ) 含 旧 託 麻 村

5 1年 1 5 5 ,3 4 7 4 9 2 ,3 0 2 2 3 3 ,4 9 0 2 5 8 ,8 1 2 1 1 0.8 3.2 推 計 人 口

C2)　校区別人口及び世帯数
(昭和5 0年国訴ブ

校 区 別 世 帯 数
人 口

校 区 別 .陛 帯 数
人 口

総 数 男 女 総 数 男 女

総 数 1 5 3 ,4 9 7 4 8 8 ,0 5 3 2 3 1 ,1 5 4 2 5 6 ,8 9 9 北 部 地 区

黒 髪

池 田

2 9 ,6 2 3

8 ,8 5 9

4 ,2 0 8

9 0 ,7 5 0

1 9 ,2 8 7

1 2 ,3 6 2

4 5 ,4 5 8

1 0 ,0 1 6

6 ,1 9 8

4 5 ,2 9 2

9 ,2 7 1

6 ,1 6 4中 央 地 区 3 1 ,9 0 3 9 4 ,7 8 3 4 1 ,5 4 7 5 3 ,2 3 6

城 東 1,8 7 6 5 ,5 2 9 2 ,2 2 8 3 ,3 0 1 高 平 台 2 ,8 9 1 1 0 ,0 0 6 4 ,7 2 4 5 ,2 8 2

ノ 慶 徳 9 1 8 2 ,8 4 8 1 ,1 7 5 1 .6 7 3 清 水 3 ,8 1 6 1 2 ,5 1 4 5 ,9 7 7 6 , 5 3 7

五 福 1,0 7 6 3 .3 7 6 1 ,4 4 8 1 ,9 2 8 媒 北 4 ,3 9 0 1 6 .8 3 1 8β 1 1 7 ,9 2 0

一 新 3 ,9 7 3 1 2 0 1 8 5 ,1 3 5 6 ,8 8 3 楕 2 ,1 1 4 7 ,5 0 7 3 ,6 4 8 3 ,8 5 9

s s

顧 台

白 川

3 ,9 2 6

3 ,2 7 8

3 ,2 6 1

l l ,1 4 6

9 ,0 4 6

9 ,4 8 2

4 ,9 8 6

3 ,8 1 4

3 ,9 7 5

6 ,1 6 0

5 , 2 3 2

5 , 5 0 7

龍 田 3 ,3 4 5 1 2 ,2 4 3 5 ,9 8 4 6 ,2 5 9

西 部 地 区 1 6 ,8 5 6 5 9 ,2 4 5 2 7 ,7 8 7 3 1 ,4 5 8

春 竹 3 ,9 7 4 1 2 ,1 7 5 5 , 5 8 8 6 ,5 8 7 白 坪 3 ,3 3 7 l l ,2 5 4 5 ,2 6 8 5 ,9 8 6

本 荘 1,7 3 0 5 ,0 5 5 2 .2 1 4 2 8 4 1 城 西 3 .8 7 1 1 2 ,6 5 9 5 ,7 8 9 6 β 7 0

向 山 2 ,6 3 3 8 .2 5 1 3 ,7 8 5 4 ,4 6 6 荘 園 3 ,7 2 2 l l , 4 7 8 5 ,4 7 4 6 ,0 0 4

古 町 2 ,1 5 8 6 ,1 6 8 2 ,7 3 0 3 ,4 3 8 =妖 山 1,4 4 5 5 ,8 7 8 2 ,7 5 5 3 ,1 2 3

春 日 3 ,1 0 0 9 ,6 8 9 4 ,4 6 9 5 ,2 2 0 高 橋

中 島

/j、 島

2 6 5

1 ,0 0 0

9 8 3

8 7 8

4 ,3 1 5

3 ,8 8 0

4 0 4

2 ,0 5 2

1 ,8 3 2

4 7 4

2 ,2 6 3

2 .0 4 8東 部 地 区 6 0 ,8 0 3 1 9 1 ,0 7 1 9 1 ,7 4 5 9 9 ,3 2 6

託 麻 原 6 ,8 7 1 1 9 ,1 2 4 9 ,4 2 2 9 ,7 0 2 松 尾 8 2 3 3 ,4 8 7 1 ,6 5 9 1 ,8 2 8

大 . 江

白 山

出 水

5 ,1 7 1

4 ,1 5 2

5 ,2 2 6

1 3 ,3 3 工

l l ,6 8 0

1 6 ,0 7 8

6 ,2 4 7

5 ,5 6 9

7 ,2 4 2

7 ,0 8 4

6 .1 1 1

8 ,8 3 6

池 上 1,4 1 0 5 .4 1 6 2 ,5 5 4 2 ,8 6 2

南 部 地 区 1 4 ,3 1 2 5 2 ,2 0 4 2 4 ,6 1 7 2 7 ,5 8 7

託 麻 北 7 5 8 3 ,1 7 4 1 ,5 1 8 1 ,6 5 6 画 図 2 ,1 6 2 7 ,9 2 8 3 ,7 4 6 4 ,1 8 2

託 麻 東 1,2 3 5 5 ,1 5 4 2 ,4 5 4 2 ,7 0 0 田 迎 2 , 1 1 1 7 ,5 3 8 3 ,6 4 6 3 ,8 9 2

託 琳 西 1β 0 5 6 ,8 9 5 3 ,4 4 1 3 ,4 5 4 御 ′幸 1,5 0 1 6 ,0 2 6 2β 4 2 3 ,1 8 4

西 原 3,4 5 6 l l ,1 9 5 5 , 5 1 0 5 ,6 8 5 日 吉 3 ,9 5 1 1 3 ,5 4 2 6 ,6 2 3 6 ,9 1 9

轟 山 6,8 3 1 2 1 ,5 2 1 1 0 ,3 4 8 l l ,1 7 3 川 尻 2 ,3 8 2 9 ,3 2 5 3 ,9 6 8 5 ,3 5 7

サ>

尾 ノ上

東 町

毅 木

秋 津

若 葉

泉 ケ 丘

健 軍

3 β 0 2

4 ,8 2 8

3 ,0 3 5

1 ,8 1 8

2 ,5 6 7

2 ,3 7 6

3 ,3 1 4

3 ,4 5 8

l l ,3 5 9

1 6 ,2 8 1

l l ,4 5 1

6 ,2 2 4

8 ,6 8 3

7 ,4 8 5

1 0 ,2 7 5

l l ,1 6 1

5 ,1 6 2

8 ,0 6 9

5 ,6 0 1

3 ,0 7 6

4 ,1 7 5

3 ,5 3 8

4 ,7 1 2

5 ,6 6 1

6 ,1 9 7

8 ,2 1 2

5 ,8 5 0

3 , 1 4 8

4 ,5 0 8

3 ,9 4 7

5 ,5 6 3

5 ,5 0 0

力 合 2 ,2 0 5 7 ,8 4 5 3 ,7 9 2 4 ,0 5 3
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(3)産業別1 5才以上就業者数

調 査 年 次

区 分

3 5 年 国 調 4 0 年 国 調 4 5 年 国 調

総 数 構 成 比 総 .数 構 成 比 男 女 総 数 構 成 比 男 女

m ft 3 7 3 .9 2 2 .% 蝣 4 0 7 0 5 2
%

1 9 2 5 3 8 2 1 4 5 1 4 4 4 9 ,2 5 4
形

2 1 1,3 2 2 2 3 7,9 3 2

1 5 才 以 上 人 口 2 6 7 ,7 5 5 3 0 6 万 6 8 1 4 1 ユ 3 4 1 6 5 5 3 4 3 4 6 ,1 2 6 1 5 8 ,3 7 8 1 8 7,7 4 8

ち.就 業 者 総 数 1 5 2 .6 1 2 1 0 0 1 7 6 1 2 6 1 0 0 1 05 2 4 9 7 0 β7 7 2 0 7 ,1′78 1 0 0 1 2 0,4 5 3 8 6,7 2 5

第 P1 次 産 業 1 7 ,4 75 l l.5 1 4β 0 7 85 7 5 9 6 7 3 1 1 1 4 ,6 5 3 7 .1 7 ,4 3 2 7 ,2 2 1

農 業 1 5 .7 6 7 1 03 1 3 ,5 9 9 7.7 6 ,6 3 4 6 ,9 6 5 1 3 ,6 0 9 6 .6 6,6 5 3 6 ,9 5 6

体 臭 . 狩 猟 業 7 1 3 0.5 7 2 2 0 .4 5 8 7 1 3 5 6 6 0 0.3 5 4 6 1 1 4

漁 葉 .水 産 養殖 業 9 9 5 0.7 5 8 6 0 3 3 7 5 2 1 1 3 8 4 0.2 2 3 3 1 5 1

第 2 次 産 業 3 2 S O l 2 1 3 3 8 β3 3 2 19 2 6 ユ3 1 1 2 5 0 2 4 3 ,7 3 9 2 1.1 2 8 ,7 3 2 1 5 .0 0 7

鉱 業 4 5 4 03 3 1 4 0 .2 2 6 4 5 0 1 6 4 0.1 1 4 1 2 3

建 設 業 1 1 3 3 0 7A 1 4 ,3 3 2 8 1 1 1 β9 3 2 4 3 9 1 6 ,4 5 2 7 .9 1 4,2 2 9 2 ,2 2 3

製 造 業 2 0 ,7 1 7 1 3.6 2 3 3 8 7 1 3 月 1 3 .9 7 4 10 Xl1 3 2 7,1 2 3 1 3.1 1 4 ,3 6 2 1 2,7 6 1

第 3 次 産 業 1 0 2 .6 1 3 6 7.2 12 2 3 1 8 6 9.4 7 1 ,4 2 0 50 β 9 8 1 4 8 ,5 7 1 7 1.7 8 4 ,2 0 2 6 4 ,3 6 9

卸 売 . 小 売 業 4 2 ∫,4 1 2 75 4 8 6 3 6 2 74 2 4 ,7 2 9 2 3 β0 7 5 8 ,7 5 2 2 8 .4 2 9 ,3 1 8 2 9 ,4 3 4

金 融 . 保 険 .

不 動 産 業 5 4 8 3 3.6 6 β7 6 4 ∫) 3 .7 9 8 3 1 7 8 8,2 6 2 4 .0 4 ,3 4 3 3 ,9 1 9

運 輸 . 通 信 業 1 0,2 8 5 6∫ 1 3 月 3 5 7 .5 l l .3 0 0 1β 3 5 1 5 ,6 1 2 7ー5 1 3,4 9 0 2,12 2

電 気 .ガス .水 道 業 1,2 4 5 O S 1,3 6 9 0 月 1 ,1 7 1 1 9 8 1,4 5 1 0 .7 1,2 3 7 2 1 4

サ ー ビ ス 業 3 0 .8 6 1 2 0.2 3 6 β5 8 2 OB 1 6 β7 5 1 9 β8 3 4 7,0 7 7 2 2 .7 2 1,4 6 3 2 5 ,6 1 4

公 務 1 2,6 9 8 8 .3 1 5 4 4 4 8 .8 1 3 4 4 7 1 β9 7 1 7 ,4 1 7 8 .4 1 4 .3 5 1 3 ,0 6 6

. 分 類 不 能 の 産 業 2 3 0 2 6 8 0 .2 1 0 2 1 6 6 2 15 0 .1 .8 7 1 2 8

(注) 4 5年国調にほ旧託麻村を含む
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